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述

べ

た
。
す

な

わ
ち

、
自

分

か
ら

攻

め
込

む
の

で
は

な
く

て
、

相
手

が
攻

め

て
込

よ
う

と
し

た
瞬

間
、

こ
れ
を

先

に

制

し

て
し

ま
う

拳

法
で

あ
る
。

こ
の
よ

う
な

「
王
道
的

拳

法
」

の
戦

い
方
を

行
う

に

は

「
形

」

と

「意

」

を

い
ち
は

や
く

読

み
と

る
力

が
な

く

て

磐

織

゜
気

気
勢

を
表

わ

に
す

る
タ

イ
プ

が

あ

る
。
応

々
に
し

て
、
筋

肉
質

の

相
手

で
、

打
た

れ

強

い
。
ま

た
、

攻

撃
は
特

攻

ス

タ

イ

ル
、
す

な
わ

ち
猛

攻
連

打

を
得

意

と
す

る
タ

イ
プ

が

多

い
。
肉

を

切
ら

せ

て
骨

を
断

つ
戦

法

で
あ

り
、

日
本

の

フ
ル

⊇

ン
タ

ク
ト

空

手
の

戦
法

な

ど

に
よ
く

見
ら

れ

る
。＼

は

な

ら

な

い

の

で

あ

る

。

一
例

を

上

げ

よ

う

。

ま

ず

、

肩

を

リ

ラ

ッ

ク

ス

し

、

フ

ロ

ド
プ

ッ
ト

ワ

ー
ク
も

軽
く

構
え

る

よ
う

な
相

手
は

、
霧
打

が
得

意

で
あ

る
。
懸

打
と

は
、
中

国

拳

法
独

得

の
用
語

で
あ

る

が

、

ボ
ク

シ

ン
グ

に
お
け

る

ジ

ャ
ブ

、

又
は
尾

掌
、

と
き

に
は

蹴

り
で
も

呼

ぶ

こ
と

が

あ
る

。
手

足

の
部

位

や
形

状

に
関

わ

り
な
く

、
霧

(リ

ラ

ッ
ク

ス
)

の
状
態

か
ら
仕
掛

け
ら

れ

る
快

(
ス
ピ

ー
ド

)

の
攻

撃
を

こ
う

呼

ぶ
の

で
あ

る
。

こ
の
魅
打

に
よ

っ
て
、

相
手

の
攻

撃
を

欄
裁

し
た

り
、

自
ら

攻

撃
を

仕
掛

け

る
チ

ャ
ン

ス
を
作

っ
て

い
く

の

で
、

要
注
意

で
あ

る
。

ま
た

、
逆

に
肘

や
肩

で
ガ

ッ
チ
リ

と
ガ

ー
ド
を

締

め
、

こ
う

い

っ
た

タ
イ
プ

に

は
遊

撃
戦

(
離

れ

て
戦
う

戦
法

)

で
対

処
す

る

の
が
得
策

で
あ

る
。

こ

こ
で
は
、

戦

い
に
必

要
な

、
相

手

の

フ

ァ
イ

テ

ィ

ン

グ

ス
タ
イ

ル
の
分
類

法
を

整

理
し

て
み

た
。

①
長
打
(開
打
、
遠
打
)

こ
れ
は

、
キ

ッ
ク

ボ
ク

シ

ン
グ
、

空

手
、

胎
拳
道

、

北

派
少

林
拳

な

ど
、
遠

い
間

合

か
ら
半

歩
踏

み

込
み

、
蹴

り

ソ

ン

ダ

　

技
な

ど
を
主

体

と
す

る
拳

法

で
あ

る
。
懸

打

を
得
意

と

し
、

突
き

、
蹴

り
、

掌
、

手

刀
な

ど
を

用

い
る
。
突

き

は
点

撃

法

(
離
れ

た
位

置

か
ら
、

突

い
て
は
引
き

、
突

い
て
は

引

き
を

繰
り

返
す

)
が

多
く

、

蹴
り

は
遠

心
力

を
用

い
る

こ

ア1



と

が
多

い
。

②
短
打

(近
打
、
砧
打
、
搭
橋
)

南

拳
、

ボ

ク
シ

ン
グ

、
空

手
の

一
部

の
流

派
な

ど
、

短

い
間
合

で
、

小
き
ざ

み
な

シ

ョ
ー

ト
パ

ン
チ
を
多

用
す

る

ス
タ

イ

ル
で
あ

る
。

中
国

で
は

、
「
一
為

長

一
為
利

(
快
)
、

一
為
短

【
為

険

(
重
)
」
と

い
う

言
葉

が

あ

る
。

こ
れ
は
遠

い
間
合

か
ら

打

ち
込

む
突

き
は
速

く

、
近

い
間
合

か
ら
打

ち

込
む
突

き

は
重

た

い
、

と

い
う

意
味

。
・
そ

れ
ぞ
れ

長
打

と
短

打

の
パ

ン
チ
の
性

質
を

良
く

言

い
表

わ
し

て

い
る
。＼

手
法

は
、
肩

、

肘
な

ど
に

よ
る
体

当

た
り
、

腕

を
捲

き

込

ん

で
の
崩

し
、

投
げ

な
ど

が
多

い
。

以
上

の

三

つ
の

ス
タ

イ

ル
の
分
類

を

、
私

は
対
戦

相

手

と
対

峙
す

る
時

、
素

早
く

判
断

す

る
。

日
本

の
武
術

、
中

国

の
武
術

、

又
は

西
洋

の
武
術

、

と

い
う

よ
う

な
判

断

と

理
解

は
実

戦

で
は
無

用

で
あ

る
。
ま

た
、

北
派

拳
術

と
南

派
拳

術
と

い
う

分
類

も
同

じ
く

、
と

の

よ
う
な

ス
タ

イ

ル

の
格
闘

技

で
も
、

拳

法

で
も

、
流

派

で
も

必
ず

以
上

の

三

つ
の

ス
タ

イ

ル
の
中

に
分
類

さ

れ

る
か
ら

で
あ

る
。

戦

い
に
必

要
な

の
は
根
性

や
度

胸

で
は

な

い
。

お

の
れ＼

72





臨

駄 ゆ

頃
③

b

矯

麟 巌

照

」

瀞

一

.

.
■

嗣

物

匡

嗣

■
■

,
冨

`

懸

 

凱

・
竃

鳳

.響

■

-

.

.

冒

一

゜

一箒1

,

'

■

一一

=

観

蒙

嗣

響

●



⑦

塑

憲

あ
せ
っ
て
振
り
か
え
り
、
嚢

華
我
頭
部
を
打

つ
、
我
は
叢
足
蓼
一
歩
引
養
攻
撃
を
ぱ
ず
す
姦
期

誕

対

南
緑
少

林
拳

・
穏
斐
打

田濃3
=
働

4

」

貨

匹●

観
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②

我
は
左
窪
蓄

欄
裁

(外
掛
け
)

し
、
右
足
を
斜
め
前
方
に
踏
み
幽
し
相

手
の
左
側
面
に
位
置
す
る
Q
⑱
右
掌
は

左
肘
の
横
に
そ
え
て
置
も

②⑤
剛

゜̀嗣二
y

一=

武

1

膿

凹
゜

■臨

O

パ

・
7

嗣電

●
繧

観
='

ξ

伊

.

,

一

一
卜

∴冨

●

為、

鍵

難

旨

毎

象

懸

縄

③

嚢

う
相
乎
の
手
着
を
拍

(包
み
)
双

有
畢
で
肘
を
托
寄

、

と
圃
蒔
に
癩
手
の
左
乎
を
引
き
体
勢
を
崩
す
。

、

彦

魏

測濯 厨躍議 灘



右
足
を
右

斜
め
前
に
進

め
る
。

②

左
掌
を

陰
掌

に
変
え
、

左
肩
前
方

へ
引

き

つ
つ

右
掌
を
前

方

へ
拝
す

(す

く

い
上
げ

る
)。
同
時
に

左
虚
歩
。

③
④
右
掌

を
拳

に
し

て
腰
に
引
き

つ
つ
左

崩
拳
。

右
足
も

同
時

に
踏

み
出
す

。

o

ーヨ

④

⑤

右
掌
を
相
手
の
肘
を
引
き
な
が
ら
左
崩
拳
を
水
月
に
打
ち
込
魔

対

南
緑
少

林
拳

・
猛
弩
打

、
予

●

難
、
曝

徹
戦
車
」
と
呼
ば
れ
恐
れ
ら

れ
て
い
轟
。

た
ま

た
鐵
難
淡
勝

の
勝
敗
は
団
体
縷

勝

の
カ
ナ

メ
に
な

っ
た

、
叢
乞
か
ら
、
私

は
国
術
会

の
簸

理
婁
長

に
呼
ば
れ
た
。

舞
灘
磯
憲
の
林
氏
を
倒
せ
ば
朝

鮮
人
参
を

炉
箱
贈
呈
す

-
る
齢
の
こ
と
だ

っ
た
。
林
氏
の
攻
撃
力
は
凄
ま
じ

い
も

⑳
が
券
る
。
慈
決
勝
ま

で

一茨

ウ
ン
ド
だ
鍵
驚
二
人
篭

繁
響
タ
ア
ウ
ト
私
、
一
人
は
タ

ン
カ
響
還
嫁
れ
た
.
そ
の

蒙
灘
肇
髪

藩

前
に
愛

奏

糠

賠

覆

根

.
癖
の
徽
頭
部
を
巖
が
縁
て
猛
打
を

仕
掛
け
、
は
げ
L

い

叢
爵
癒
浴
せ
婆
。

惹
し
て
、
組

み

つ
け
ば
バ

ッ
ク
鯵
縫

環
甥
で
相
手
を
摺
鷺
に
た
た
き

つ
け
る
と
誓

っ
た
荒

つ

ぽ

い
撲

惣
あ

っ
潅
。

ゴ

ン
グ
の
合
図
で
試
合
が
始
ま

る
。
林
氏
の
裳
振

り

な
右
懲
妻
体
勢
雰

な
叢
滋
段
受
け
で
ブ
ロ
ッ
ク
し
た

が
、
圧
倒
的
な
怪
力
で
左

手
は

つ
ぶ
き
れ
、
左
後
頭
部

に
君
拳
が
嶺
り
、

な
お
も
ジ
ー
ン
と
響
く

ほ
ど
強
力
な

ハ
ン

マ
ー
パ

ン
テ
で
あ

っ
た
。
私
は
急

い
で
横
に
逃
ぱ

た
の
で
危
う
く
連
蒜
か
ら
黛
が
れ
た
。
林
氏

の
強
力
な

攻
撃
を

二
度
受
け
怪
力
に
捲
き
込
ま
れ
る
窮
地
に
お
い

こ
ま
れ

た
私
は
、
戦
徳

の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
.

豪
猛
に
契
進
し
て
来
る
林
民

に
対
し
、
私
は
前
進
し
な

が
ら
前
手
で
攻
撃
を
欄
載
す
る
と
飼
時
に
、
体
を
横

に

鍵翻爵

」



技
法
の
二

7

①

我
は
托
肘
崩
拳
で
相
手
の
中
心
線

(水
月
或
い
は
頭
部
)
を
制
す
る
。

一②

相
手
は
体
の
移
動
で
崩
拳
を
か
わ
し
、
左
肩
で
我
胸
部
を
撞
す

る
。
我
は
酒
胸

(胸
を
凹
ま
す
)
し
な
が
ら
体
を
振

③

右
足
竃

歩
璽
刀
へ
進
鞭

軸
に
し
て
慮

●

足
を
右
側
へ
墨
歩
61
き
、
寺
飼
蟻
す
る
。
(側
旋
歩
)
相
予
の
背
部
に
廻
鍛
り
込

み
、
虎
撲
手
で
背
部
を
攻
墾

9
る
。
☆
或
い
は
虎
撞
手
で
遷
塾
打
ち
を
か
け
る
。

②

 

r

▲

}

移
動
さ
せ
(側
進
歩
)
、
林
氏
の
攻
撃
を
や
り
す

ご
し

(流

す
)
側
面
よ
り
林
氏

の
後
頭
部
を
攻
撃
し
た
。
目
標
を

失
な

い
背

面
よ
り
攻
撃
を
受
け
た
林
氏
は
、
勢

い
余

っ

て
前
の
め
り
の
カ
タ
チ
で
四

・
五

m
も
突

っ
込
ん
で
行

く
無
格
好
を
演
じ
た
。
振
り
返

っ
た
林
氏
は
、
見
苦
し

か

っ
た
失
態
を
挽
回
し
よ
う
と
強
引

に
猛
攻
を
仕
向
け

て
来

た
が
、
私
は
踏
鎌
な
く
後

へ
退
き
、
大
振

り
な

ス

キ
を
衝
い
て
カ
ウ
ン
タ

ー
的
な
穿
心
腿
を
林
氏
の
水
月

に
入
れ
た
。
頑
丈
な
林
氏
も
た
ま
ら
ず

ウ

ッ
と
捻
り
体

を
ま
る
め

て
し
ま

っ
た
。
蹴
り
は
随
分
と
応

え
た
ら
し

く
、
林
氏
は
荒

っ
ぽ

い
攻
撃
を
や
め
受
勢

を
取

っ
た
。

私
は
速
く
て
浅

い
攻
撃
を
林
氏
の
顔
面

へ
見
舞

っ
た
。

挑
発
的
な
往
復

の
ビ

ン
タ
で
あ
る
,
数
度

も
優
勝
し
、

「無
敵
戦
車
」
の
称
号
を
持
ち
、
剛
猛
を
誇

る
林
氏
が

十
八
叢
の
少
年
に
往
復
ビ

ン
タ
さ
れ
る
の
を
見

て
観
衆

は
大
笑

い
し
た
。
林
氏

は
激
怒
し
、
喚
声

を
発
し
な
が

ら
猛
烈
な
攻
撃
を
浴
せ
よ
う
と
す
る
が
、
も
は
や
主
導

権
は
私
に
あ
る
。
私
は
遊
撃
戦

に
徹
し
、

同
じ
パ
タ
ー

ン
が
繰
り
返
え
さ
れ
、
林
氏
の
攻
撃
は

二
度
と
私
の
体

に
触
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
.
愚
弄
さ
れ

一
方
的
に
遊

撃
さ
れ
た
林

氏
は
、
な
す
術
が
な
く
私

に
敗
れ
た
.、

猛
攻
連
打
の
攻
撃
型

(
藥

家
拳

、

詠
春

拳
、

空
手
道

な

と

に
多

い
)

〈
臼
審
V
体
は
筋
肉

質
で
あ
り
、
重
心
は
前
足
寄
り
に

立
ち
、
頻
繁

に
体
を
動
か
す

(
手
探
V
.虚
招
に
対

し
て
も
神
経
質

に
反
応
し
、
強
引

に
攻
撃
を

仕
掛

け
よ
う
と
す
る

(特
徽
V
体
力
が
よ
く

耐
久
力
に
す
ぐ
れ

ス
ピ
ー
ド
性

に
密

む
。

猛
烈
な
る
攻
撃

(猛
攻
)
を
敢
行

し
、

コ
ン
ビ

ネ
ー
シ

ョ
ン
の
連

続
技
を
得
意

と
す
る
。

〈対
戦
法
〉
体
力
が
す
ぐ
れ
、

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ

ョ
ン
と

ス
ピ
ー
ド
性

に
豊
む
相
手
と
は
、
打
ち
合

い

(乱

督
)

に
よ
る
消
耗
戦
を
避

け
る

攻
撃

に
は
歩
法
を
用

い
て
体

の
移
動

を
行

い
、
受

7呂



技
法
の
三

7

灘

貯

為

攻
標
的
を
相
手
の
攻
撃
軌
道
外
に
は
ず
す
,

相
手

の
攻
撃
目
標
を
な
く
す

こ
と
に
よ
り
、

攻
撃

の
連
続
性
を
断
つ
。
中
断

の
虚
を

つ
き

相
手

の
側

・
背
面
に
廻
り
込
み
攻
撃
す

る
,

④

　皐

露
翠

の
看
肩
を
摺
み
引
ミ

左
銚
響

墾

あ
左
小
腿
を
蹴
る
。

m

為藷

壽
驚

二
の
励
作
は
形
意
拳
の
挑
曝
環
如
応
用
で
議
る
。

●
左
篭
体
式
よ
り
左
足
を
半
方
前
方
へ
逡
み
、
繋

を
引
き
寄
せ
右
拗
歩
に
な
る
と
同
時
に
、
右
掌

は
左
肘

よ
り
腕

に
沿

っ
て
右
肩
前

方
ま
で
鱗
を
叢
藤
張

り
出
し
右
貫
拳

と
な
る
。
左
掌
は
左
胸
前

に

移

し
左
穣

拳
に
な

る
。

②

鞍
叢
拳
を

下
方

へ
引
き
な
が
ら
震
規

を
雛

方

願
挑
賜

(す
く

い
上
げ

て
蹴
る
)
す

る
。

鴇

②

左
手
で
相
手
の
左
腕
を
掛
け
捌
み
な
が
ら
、
奮

箸

毒

前
方

へ
進
み
左
足
を
引
き

寄
せ
て
左
虚
歩
に
な
る
。
(側
旋
歩
)
体
の
廻
縫
に
合
わ
し
て
右
掌
を
L
方
に
上
げ
る
。

対

南

爺

少

林

拳

・
猛
攻
連
打

79
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⑤

右
足
を
進
め
、
墾

あ
側
頭
部
へ
奮

筆

(拡

義
写
真
⑤
.)

⑥

打
っ
た
享

の
肘
で
墾

あ

ア
ゴ
を
こ
す
り
打

ち
、
右
乎
は
相
ヂ

の
右
癬
に
巻
蓄

つ
け
、
体
勢

を
崩

し
、
す

か
さ
ず
左
柳
葉
掌
を
後
頭
部

に
打
ち

つ
け
、

そ
の
ま
ま
引
き
倒
す
。
(拡
火
写

輿
⑥

斐
1
、
2
、
3
)

耀
劃み
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技
法
の
二

r

①

相
予
が
両
手
を
n
分

の
首

に
ま
き

つ
け
、

膝
蹴

り
を
行
な

お
う
と
す

る
。
我
は
、
両
ヂ

で
相
手

の
の
ど
を
押
さ
え
、
両
手
の
し
め

つ

け
と
前
進
を
防
ぐ
。

鯉撫

②

相
手
が
膝
蹴
り
を
行

う
の
を
身
体
を
沈
め
、
肘

で
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
し
の
ぐ
。

③

体
を
伸
ば
す
勢
い
を

利
用
し
て
、
両
掌
で
相
手

の
頸
部
を
後
方
に
つ
き
は

零

。

・④

そ

の
ま
ま
相
手

の
頸

部
を
抱

え
、
両
予

で
大
き

く
円
を
描
く
よ
う

に
し
て

相
手
の
バ
ラ

ン
ス
を
崩
す
。

⑤
㍗
体
勢

の
崩
れ
た
揃
乎

の
水
月

に
、
膝
蹴
り
を
逆

に
返
す
。㍉

'

⑤
爵

.

隠

④◎

毒

肖

ー

談

ド該

糧餐

.'

国

幽

▲

8

O

'

「=

劉

・

≡
諏珊

層

ヲ'

(

欄

貿

●

u
一

=

田

/

●

'

'

層

瓦

凹σ
,囲

゜
覗

恥
齢

≡

尋

為

畳

畠

■
,

観

匡

凸

U

.跳"

=

.

八
卦
掌

の
単

双
穿
掌

式
と
搬
拍
擢
膝

腿
の
応
用

で
あ
る
。

0
ま
ず

左
掌
を
突
き

出
し
、
次
に
右
掌
を

左
腕

に
沿

っ
て
突
き

出
し

双
穿

掌
式

と
な

る
、

②

左
膝
を

上
げ

つ
つ
右
掌

は
陰
掌
に
L

て
引
き
よ
せ

る
。

③

両
腕
を
丸

く
張
り
出

し
拳

に
し
て
構
え

る
。
合
わ

せ
て
左
膝

を
右
上

へ
突

き
上
げ

る
。

砿

醗

●

師

'

σひ

▲

噂
}

=
一胃



技
法
の
四

7

相
予
の

ロ
ー
キ

ッ
ク
を
膝

を
上
げ

て
よ
け
る
。

こ
の
と
き
、
ス
ネ

を
四
十
圧
度
斜

め
に
し
て
、
蹴
り

の
威
力
を
摩
擦
力
で
減
少
す
る
よ

う

に
し
て
受

け
る
。

技
法

の
...、
四
と
も
に
搬
拍
罹
膝
腿

の
動
作
の
応
翔
で
あ
る
。

饗

③
欝

勲

②

次
に
、
伸
び
き
っ
た
相
手
の
腕
を
は
ね
上
げ
る
と

嗣
時
に
.
貞
分
の
頭
を
我
の
腕
の
ド
を
ぐ
ぐ
ら
せ
る
。

一

③

は
ね
L
げ
た
手
で
相
手
の
体
を
引
き
お
と
し
、
体

を
横
に
運
び
、
同
時
に
膝
蹴
り
を
行
う
。

③

欝
"

冴
恥

臣

対
キ
ッ
ク
・ボ
ク
シ
ン
ク

穰

聾

諮
零
脚

ρ

`

冒

9

D

,

一;

含

,
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▲
・
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〈
三
節
〉

内
家
拳
の
動
作
ヒ

の
注
意

で
最
も
大
切
な
も

の
が

、
こ

の
三
節

で
あ

る
。
.二
節
と
は
、
手
(
肩
↓
肘
↓
掌
)、
足
(
膀

↓
膝

↓
足

)、
身

(丹
田
↓
中
腕
↓
上
腕

)
な
ど
の
、
そ
れ

ぞ

れ
三

つ
の
節
を
言
う
。
力
は
体

の
中
心
か
ら
こ
の
三
節

を
通
じ

て
伝
え
ら
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
内
家

拳
独
特
の
柔
軟
な
動
作
を
形
づ

く
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
手

の
三
節
を
例

に
と

っ
て
語
ろ
う
。

旨◎

,
㌔

、 垂

1レ,
①肩 に意識 を送 り、腕 を起

動 させ る。

セ

画
騎

ll

ギ ・
②肘 に意識 を送 り肘 を頂 す

る。

 

辮
淵

瞑 浮

 

、
¢肩肘 をおと し、意識 を掌
に送 り出す。

私 が紹介 してきた散打の技法 も、順序正 しい鍛錬 を積 んでいって初めて使 えるよ

うになる ものである。 ここでは、最 も基本的な散打の基本練習 を二種類紹介 しよう。

の
単
推
手

互

い
に
、
雨
に
出
し
て

い
る
足
と
同
じ
側

の
手

の
甲
を
触

れ
あ
わ
せ
、
交
亙

に
押
し
A
リ
ブ
。

こ
の
と
き
、
相
手

の
手

か
ら
甲
を
離
登
ず
に
、
勤

き
を
読
む

(頸
勤

)
練
習
を
す
る
。

慣
れ
た
ら
写
真
の
よ
う

に
相
手
を
崩
し

て
か
ら
反
撃
を
加
え
る
よ
う
な
練
習
に
発
展
さ
せ

て

い
曳

(写
真
①
②
③

④
)

π

⇔
双
推
手

両
渚
と
も
薦
掌
を
上
に
向
け
て
触
れ
合
わ
せ
、
互
い
に
崩
し
あ
い
、

真
は
双
推
手
の
練
習
の
一
例
で
あ
る
。
(写
真
①
②
③
④
諭
⑥
⑦
⑧
)

技
を
か
け
あ
う
ゆ

写

び"1

レ
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